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★施設運営の一部についての指定管理

○ 従来直営で運営してきた公の施設について、部分的に指定管理者制度を導入して、自治体と指定管理
者の役割分担のもと運営管理。

〈岩手県の取組事例：図書館運営の一部について指定管理導入〉
【取組】
・ 新築移転に伴い、民間の活力を活用し県民サービスの向上と効率的な予

算の活用を図るため、平成18年度から指定管理を導入。
・ 基本的な役割分担として、県職員は運営方針策定、図書館資料選定、市

町村立図書館等の運営支援等を担当。
指定管理者は、カウンター業務（貸出返却等）、レファレンスサービスなど

の直接サービス、広報、図書館資料の整理・保存等を担当。

【効果】
・ 開館日数の大幅な増、開館時間の延長、サービスカウンターの増、入館

者数の増など、利用者サービスの向上。
① 開館日数の増加 336日（Ｈ27）（旧館時297日(Ｈ16)） 約40日増加
② 開館時間の延長 9:00～20:00（旧館時19:00） 1時間延長
③ カウンター数の増設 ５箇所（旧館時２箇所）
④ 入館者数の増加 462,543人（Ｈ27） （旧館時266,338人(Ｈ16)） 約1.7倍

・ 専門性の高い司書等資格者を擁する指定管理者の知識や経験を活かした
企画展等の充実。
① 企画展等の実施 Ｈ27：７事業（延べ日数301日）（旧館時(Ｈ16)５事業(延べ日数

41日)）
② 司書等資格者の増加 Ｈ27：43名（県3名、指定管理者40名）（旧館時(Ｈ16)9名

(県9名)）

・ 県職員、指定管理者が参加する各種会議等を設け情報共有や双方の意
見交換・協議を行うことによる、一体的な図書館運営。

（指定管理者との情報共有等）
① 週１回の「週次会議（指定管理者：部長、県：主査）
② 月２回の「定例会議（指定管理者：総括責任者、副総

括責任者、部長 県：館長、副館長、主査）」
③ 月１回の「モニタリング（指定管理者：副総括責任者、

県：主査」

岩手県

館長

副館長

総務・サービス担当

県職員の人事・福利厚生、

予算・経理等内部管理、図

書館協議会、指定管理者と

の連携、本庁との連絡調整

等、運営方針の策定、図書

館資料の選定、市町村立図

書館等への支援、職員研修、

調査研究事業 等

計９名 計47名

指定管理者

総括責任者

副総括責任者

総務部

サービス部

図書館資料の閲覧・貸出返却、目録

等の整備、レファレンスサービス、利

用案内、郷土関係書誌情報ＤＢ、団体

貸出、協力貸出・相互貸借、お話会・

映画会・ミニ展示等の実施、ビジネス

支援コーナー・子育て支援コーナー等

の実施、未返却図書の督促、古文書

等の整理・保存 等

指定管理者職員の人事・服務・勤怠管

理・福利厚生、指定管理者に係る文書

の収受・発送・管理、利用者用コピー

機の管理・料金収受、利用者の安全

管理等、企画事業の立案・実施、各種

広報、ＨＰの運用、メルマガ・ＳＮＳによ

る情報発信、ボランティア支援、視察・

見学の受入 等

業務連携

協議・報告
会議
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